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リ
ヨ
ソ
市
立
図
書
館
の
バ
ラ

に
つ
い
て

ソ

高
　
尾

’・
ノ

、

ユ
草
稿

謙
　
史

　
あ
る
作
家
や
思
想
家
を
文
学
史
や
思
想
史
の
な
か
に
嵌
め
こ
む
こ
と
に

対
し
て
は
、
そ
の
作
家
や
恩
想
家
の
愛
読
者
か
ら
つ
ね
に
不
満
が
呈
さ
れ

る
も
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
書
店
の
ど
の
棚
に
並
ぺ
ら
れ
る
か
を
示
す
程

度
の
意
義
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
り

思
想
家
で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
シ
モ
ン
・
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
場
合
、
文
学
史
に

も
思
想
史
に
も
こ
れ
と
決
ま
っ
た
指
定
席
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
手
近
の

事
典
類
に
は
、
ロ
マ
ン
主
義
の
恩
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
家
、

と
い
っ
た
程
度
の
記
述
は
あ
る
。
た
と
え
ば
一
八
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た

バ
ラ
ン
シ
ュ
の
処
女
作
『
文
学
お
よ
ぴ
芸
術
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
さ

れ
た
感
情
に
つ
い
て
』
は
、
内
容
的
に
は
そ
の
翌
年
に
出
た
シ
ャ
ト
ブ
リ

ア
ン
の
『
キ
リ
ス
ト
教
精
髄
』
を
先
取
り
し
て
い
る
。
た
だ
し
文
挙
史
的

に
は
後
者
だ
け
が
有
名
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
八
＝
二
年
の
『
エ
パ
ル
の

霊
視
』
と
い
う
作
晶
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
「
人
類
の
叙
事
詩
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
の
先
駆
と
し
て
、
エ
ド
ガ
ー
ル
・
キ
ネ
の
『
ア
ア
ス
ヴ
ェ
リ
ュ

ス
』
（
一
八
三
三
）
あ
る
い
は
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
の
『
ジ
ヨ
ス
ラ
ン
』
（
一

八
三
六
）
や
『
天
使
の
堕
罪
』
（
一
八
三
八
）
な
ど
の
構
想
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
死
刑
廃
止

論
は
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
そ
れ
を
そ
っ
く
り
引
き
写
し
た
よ
う
な
も
の
だ
と
言

コ
　
　
’
　
　
■
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
、
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
，
　
　
　
　
－
　
’
　
　
　
　
’
－

．
て
毫
よ
し
　
に
も
カ
カ
七
タ
一
す
ハ
ラ
ン
シ
コ
の
名
は
こ
れ
ら
犬
作
家
の

陰
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
文
学
史
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ー
だ
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
宗
教
的
、
政
治
的
に
見
て
伝
統
主
義
に
も
進
歩
主
義
に
も
分
類
さ

れ
う
る
よ
う
な
不
安
定
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
バ
ラ
ン
シ

ュ
の
指
定
席
は
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
社
会
制
度
や
言
語
は
人
間
の
つ
く
り

だ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
啓
示
と
し
て
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
点
で
は
、
ル
イ
・
ド
・
ボ
ナ
ル
ド
や
ジ
目
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ス
ト

ル
な
ど
の
反
動
的
神
政
主
義
者
の
列
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
か
ら
二
月
革
命
ま
で
の
時
期
の
キ
リ
ス
ト
に
関
す
る
言
説
を
収

集
分
類
し
た
フ
ヲ
ン
ク
・
ポ
ー
ル
・
ボ
ウ
マ
ン
著
『
バ
リ
ケ
ー
ド
の
キ
リ

ス
ト
』
（
一
九
八
七
）
も
、
ま
さ
に
こ
の
三
人
を
神
政
主
義
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
の
代
表
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
他
方
、
人
類
は
そ
の
よ
う
な
啓
示
と
し

て
の
社
会
制
度
に
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
な
お
か
つ
そ
こ
か
ら
脱
け
出
よ
う

と
す
る
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
バ
ラ
ン
シ
ュ
は
説
く
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
た
と
え
ぱ
ア
ン
リ
・
ト
回
ン
シ
冒
ン
の
『
フ
ヲ

ン
ス
に
お
け
る
ヘ
ル
ダ
ー
の
知
的
遺
産
』
（
一
九
二
〇
）
に
よ
っ
て
、
プ

ィ
ー
コ
、
エ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
、
ニ
ド
ガ
ー

ル
．
キ
ネ
ら
と
と
も
に
自
由
主
義
的
歴
史
哲
学
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
代
人
シ
ャ
ル
ル
・
ノ
デ
ィ
エ
は
、
バ
ラ
ン
シ
＾
の
魔
史
哲
学

で
あ
る
「
社
会
転
生
論
」
の
理
念
を
、
フ
ー
リ
エ
主
義
お
よ
ぴ
サ
ン
・
シ

モ
ン
主
義
と
一
括
し
て
人
間
中
心
主
義
的
進
化
諭
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
統
主
義
に
も
進
歩
主
義
に
も
分
類
さ
れ
る
バ
ラ
ン
シ
ュ
の

思
想
を
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
を
時
代
の
変
化
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
「
ネ
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オ
・
カ
ト
リ
シ
ス
ム
」
と
捉
え
、
シ
ャ
ト
プ
リ
ア
ン
、
ラ
ム
ネ
、
オ
ザ
ナ

ム
な
ど
の
系
列
の
筆
頭
に
置
い
た
の
は
ポ
ー
ル
・
ペ
ニ
シ
ュ
ウ
の
『
予
言

者
の
時
代
』
（
一
九
七
七
）
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
名
が
登
場
す
る
文
脈
は
い
く
ら
で
も
挙

げ
ら
れ
る
が
、
も
っ
と
も
安
定
し
て
大
き
な
位
置
を
バ
ラ
ン
シ
ュ
が
確
保

し
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
書
の
書
名
が
示
す
圭
題
に
お
い
て
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ギ
呂
ス
ト
・
ヴ
ィ
ア
ッ
ト
著
『
ロ
マ
ン
主
義

　
土
カ
ル
｝

の
神
秘
挙
的
源
泉
』
（
一
九
二
七
）
、
ブ
リ
ア
ン
・
ジ
＾
ダ
ン
著
『
フ
ラ
ン

ス
・
ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
オ
ル
ペ
ゥ
ス
主
義
の
伝
統
と
神
秘
主
義
的
思

潮
』
（
一
九
七
一
）
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ー
ス
は
『
哲
挙
的
神
秘
主
義
の
文
挙

的
諸
相
』
（
一
九
五
一
）
の
代
表
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
レ
イ
ク
、
ド

イ
ツ
の
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ラ
ン
シ
旦
と
い
う
三
人
を
取
り

あ
げ
て
い
る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
な
か
に
バ

ラ
ン
シ
ュ
を
放
り
こ
ん
だ
レ
ー
モ
ン
：
ソ
ユ
ワ
ッ
プ
の
『
東
洋
ル
ネ
サ
ン

ス
』
（
一
九
五
〇
）
も
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
パ
ラ
ン
シ
ュ
に
対
す
る
私
の
関
心
は
、
あ
え
て
言
え
ぱ
最
後
に
挙
げ
た

文
脈
、
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
神
秘
学
の
系
譜
と
い
う
視
点
か

ら
の
も
の
が
一
番
犬
き
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
思
想
を

何
か
の
「
源
泉
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ぱ
、
影
響

関
係
の
網
の
目
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
を
探
る
こ
と
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

だ
い
た
い
、
一
九
世
紀
7
ラ
ン
ス
の
神
秘
学
と
い
う
粋
組
自
体
、
「
実
証

科
学
の
時
代
に
お
け
る
反
合
理
主
義
」
と
い
う
以
上
の
意
味
を
も
つ
の
か

ど
う
か
甚
だ
凝
問
で
あ
る
。

　
諸
宗
教
の
教
義
が
縞
晶
し
た
象
徴
や
神
話
、
太
陽
系
惑
星
お
よ
ぴ
黄
適

十
二
宮
と
い
う
二
系
列
の
象
徴
体
系
の
鯖
合
と
し
て
の
占
星
術
、
そ
の
占

星
術
と
分
か
ち
が
た
く
結
ぴ
つ
い
て
い
る
錬
金
術
の
象
徴
体
系
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
二
十
二
文
字
と
対
比
さ
れ
る
二
十
二
枚
の
大
ア
ル
カ
ナ
と
五
十
六
枚

の
小
ア
ル
カ
ナ
か
ら
成
る
タ
ロ
ッ
ト
、
中
国
の
易
な
ど
、
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
意
味
不
明
の
暗
号
と
化
し
て
い
る
古
来
の
様
々
な
象
徴
体
系
に
は
存

在
お
よ
ぴ
生
成
の
謎
を
解
く
鍵
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
の
も
と

に
、
そ
れ
ら
の
象
徴
体
系
を
新
た
な
解
釈
に
よ
っ
て
復
元
な
い
し
再
構
造

化
し
よ
う
と
し
た
人
々
が
い
る
。
た
と
え
ば
カ
バ
ラ
の
ゲ
マ
ト
リ
ア
に
も

似
た
独
自
の
数
智
学
邑
亭
昌
8
o
暑
－
o
を
考
案
し
た
ル
イ
ー
ー
ク
ロ
ー
ド
・

ド
・
サ
ン
ー
ー
マ
ル
タ
ン
（
一
七
四
三
－
一
八
〇
三
）
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
新

た
な
語
源
学
に
よ
っ
て
『
創
世
記
』
の
冒
頭
部
分
を
解
釈
し
な
お
し
た
フ

ァ
ー
プ
ル
・
ド
リ
ヴ
ェ
（
一
七
六
八
－
一
八
二
五
）
、
存
在
と
生
成
の
構

造
記
述
で
あ
る
と
同
時
に
一
種
の
予
言
装
置
で
も
あ
る
「
ア
ル
ケ
オ
メ
ー

ト
ル
」
胃
O
黒
O
ヨ
痒
篶
を
、
占
星
術
の
象
徴
や
フ
7
ー
ブ
ル
・
ド
リ
ヴ
ェ

的
語
源
学
か
ら
案
出
し
た
サ
ン
ー
ー
テ
ィ
ー
ヴ
・
ダ
ル
ヴ
ェ
ー
ド
ル
（
一
八

四
二
－
一
九
〇
九
）
、
『
数
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
存
在
の
調
和
』
（
一
八

四
七
）
で
サ
ン
H
マ
ル
タ
ン
的
数
秘
学
を
展
開
し
た
P
・
F
・
G
・
ラ
キ

ュ
リ
ァ
（
一
八
〇
五
－
九
〇
）
、
様
々
な
伝
統
的
象
徴
体
系
を
「
コ
ス
モ

ゾ
フ
ィ
ー
」
8
蜆
昌
o
醐
o
吾
ざ
と
い
う
理
念
の
も
と
に
綜
合
し
よ
う
と
し
た

S
・
U
・
ザ
ン
ヌ
（
一
八
三
八
－
一
九
二
三
）
な
ど
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
、

エ
リ
フ
7
ス
・
レ
ヴ
ィ
（
一
八
一
〇
1
七
五
）
や
バ
ピ
ュ
ス
（
一
八
六
五

－
一
九
ニ
ハ
）
の
名
を
加
え
て
も
よ
い
。
こ
れ
ら
伝
統
的
知
識
の
再
解
釈
、
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再
構
造
化
の
試
み
の
な
か
に
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
恩
想
を
お
い
て
み
る
こ
と
。

も
一
一
と
も
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
に
は
、
い
ま
挙
げ
た
人
々
の
よ
う
に
秘
密
の
導

師
か
ら
伝
統
的
知
識
を
直
接
授
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
実
（
あ
る
い

は
伝
説
）
は
な
い
し
、
上
］
星
術
や
錬
金
術
や
数
秘
術
を
研
究
し
て
い
た
痕

跡
も
な
い
か
ら
、
同
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
神
の
啓
示
と
し
て
の
伝
統
と
人
間
の
自
由
、
と
い
う
問
題
を
生
涯
に

わ
た
っ
て
考
え
続
け
た
バ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
サ
ン
H
マ
ル
タ
ン
や
フ
ァ
ー
ブ

ル
・
ド
リ
ヴ
ェ
の
仕
事
に
並
々
な
ら
ぬ
興
味
を
抱
き
、
こ
れ
に
実
証
的
基

盤
が
加
わ
る
「
科
学
の
未
来
」
を
予
測
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
研

究
を
す
る
人
間
自
身
が
そ
れ
を
通
じ
て
変
容
し
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
と

い
う
倫
理
的
展
望
を
も
呈
示
し
て
い
る
。
神
か
ら
与
え
ら
れ
、
共
同
体
の

本
能
の
、
こ
と
き
も
の
と
し
て
機
能
し
、
生
き
生
き
と
体
験
さ
れ
て
い
た
象

徴
体
系
が
、
現
在
で
は
意
味
不
明
の
暗
号
と
化
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
伝
統
的
知
識
の
再
構
造
化
作
業
の
前
提
で
あ
っ
た
が
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
の

思
想
に
は
、
こ
の
暗
号
化
の
過
程
が
意
識
の
進
化
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
省
察
が
あ
る
。
伝
統
的
知
識
の
探
究
者
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
伝

統
的
社
会
（
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
言
語
、
知
識
、
制
度
、
階
級
、
秘
教
と

顕
教
の
峻
別
）
を
絶
対
的
に
肯
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
に
よ

れ
ぱ
、
人
間
は
社
会
的
伝
統
に
教
胃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
つ
以
外
に

な
い
も
の
の
、
そ
の
先
に
、
自
分
の
思
考
と
感
憎
と
行
動
が
伝
統
に
支
配

さ
れ
て
機
械
的
に
動
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
自
覚
が
な
い
か
ぎ
り
、
伝

統
的
知
識
の
探
究
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
バ
ラ
ン
シ
ュ
が
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
一
一
サ
’
3
ツ
9
ソ

ん
で
引
用
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
も
あ
る
よ
う
に
、
．
「
奥
義
伝
授
が
完
了

す
み
た
め
に
は
、
奥
義
被
伝
授
脊
は
奥
義
伝
授
者
を
殺
さ
ね
ぱ
な
ら
な

い
L
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
つ
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
思
想
を
、
サ

ン
H
マ
ル
タ
ン
か
ら
パ
ビ
ュ
ス
ヘ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
伝
統
的
象
徴
体

系
の
再
構
造
化
作
業
の
系
譜
の
な
か
に
置
く
こ
と
は
、
そ
の
作
業
を
相
対

化
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
に
認
識
諭
的
基
礎
づ
け
を
与
え
る
た
め
に
も
有

効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
一
九
世
紀
に
行
な
わ
れ
た
伝
統
的
知
識
の
再
解
釈
、
再
構
造
化

を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
目
ン
市
立
図
書
館

の
草
稿
室
は
宝
庫
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
ま
ず
、

サ
ン
H
マ
ル
タ
ン
の
友
人
で
も
あ
り
一
八
世
紀
末
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ソ
ン

の
申
心
人
物
で
も
あ
っ
た
「
リ
ヨ
ン
の
神
秘
家
」
ジ
ャ
ン
・
パ
テ
ィ
ス

ト
・
ヴ
ィ
レ
ル
モ
（
一
七
三
〇
1
一
八
二
四
）
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
、

書
簡
を
中
心
と
す
る
資
料
類
が
相
当
最
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ラ
キ
ュ

リ
ア
の
草
稿
、
サ
ン
・
テ
ィ
ー
ヴ
・
ダ
ル
ヴ
ェ
ー
ド
ル
の
『
ア
ル
ケ
オ
メ

ー
ト
ル
』
出
版
に
ま
つ
わ
る
資
料
、
S
・
U
・
ザ
ン
ヌ
の
未
完
の
大
著

『
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ス
モ
ゾ
フ
ィ
ー
』
の
原
稿
が
あ
る
。
何
冊
か
の
著
作
に

よ
っ
て
そ
の
恩
想
の
概
略
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
S
・
U
・
ザ
ン
ヌ
の

二
千
ぺ
ー
ジ
を
越
え
る
主
著
『
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ス
モ
ゾ
フ
ィ
ー
』
は
、
一

度
も
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
弟
子
た
ち
の
手
で
筆
写
さ
れ
た
原
稿
が

何
都
か
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
こ
こ
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
ビ
旦
ス
の
多
数
の
手
稿
と
書

　
　
（
2
）

簡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
に
パ
ラ
ン
シ
＾
の
草
稿
は
保
存
さ

れ
て
い
る
。
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パ
ラ
ン
シ
ュ
（
一
七
七
六
－
一
八
四
七
）
の
草
稿
に
つ
い
て
述
ぺ
る
ま

え
に
、
ま
ず
そ
の
著
作
活
動
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

　
　
一
八
〇
一
年
『
文
学
お
よ
ぴ
芸
術
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
た
感
情
に
つ
い
て
』

　
　
一
八
〇
五
年
『
教
皇
ビ
ウ
ス
七
世
の
リ
ヨ
ン
来
訪
に
関
す
る
一
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
青
年
の
友
人
宛
書
簡
』

八八八八八八八八八

三一〇九七〇九八四
年年年年年年年年年

『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』

『
社
会
制
度
諭
』

『
老
人
と
若
者
』

『
名
の
な
い
男
』

『
社
会
転
生
論
序
説
』

『
オ
ル
ペ
ウ
ス
』

『
著
作
集
』
（
金
四
巻
）

『
エ
バ
ル
の
霊
視
』

『
著
作
集
』
（
全
六
巻
）

　
こ
れ
ら
は
単
純
に
三
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
期
は

一
八
〇
一
年
の
『
感
情
に
つ
い
て
』
と
一
八
〇
五
年
の
『
書
簡
』
。
第
二

期
は
一
八
一
四
年
の
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
か
ら
一
八
二
〇
年
の
『
名
の

な
い
男
』
ま
で
。
第
三
期
は
一
八
二
七
年
の
『
社
会
転
生
諭
序
説
』
以
降
。

こ
の
う
ち
第
一
期
の
二
作
は
の
ち
の
バ
ラ
ン
シ
ュ
に
よ
っ
て
顧
み
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
第
二
期
の
四
作
は
、
一
八
二
七
年
の
『
社
会
転

生
論
序
説
』
に
よ
り
、
広
義
の
「
社
会
転
生
論
」
著
作
群
と
見
な
さ
れ
る
。

狭
義
の
「
社
会
転
生
論
」
著
作
群
は
、
そ
の
『
序
説
』
を
皮
切
り
に
、
一

八
二
九
年
の
『
オ
ル
ペ
ウ
ス
』
を
第
二
巻
と
し
、
さ
ら
に
『
臓
罪
都
市
』
、

『
ロ
ー
マ
民
族
の
歴
史
に
応
用
さ
れ
た
万
民
族
の
歴
史
の
公
式
』
、
『
哀
歌
』

と
続
く
全
五
巻
構
想
で
あ
っ
た
。
一
八
三
〇
年
の
『
著
作
集
』
は
そ
の
構

想
を
一
挙
に
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
七
月
革
命
の
出
来
に

よ
っ
て
頓
挫
し
、
精
局
は
既
刊
の
『
オ
ル
ベ
ゥ
ス
』
ま
で
し
か
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。
一
八
三
三
年
の
著
作
集
も
内
容
的
に
こ
れ
と
変
わ
ら
な
い
。

『
エ
パ
ル
の
霊
視
』
は
未
刊
の
『
願
罪
都
市
』
の
一
挿
話
で
あ
る
。
こ
れ

以
外
に
、
『
願
罪
都
市
』
や
『
公
式
』
の
た
め
の
断
章
を
中
心
に
幾
つ
か

の
雑
誌
論
文
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
八
ニ
ハ
年
度
の
リ
ヨ
ン
学
芸
ア
カ
デ

、
、
、
1
活
動
報
告
と
、
一
八
四
二
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
入
会

演
説
が
活
字
に
な
っ
．
て
い
る
。
雑
誌
論
文
の
発
表
は
、
一
八
四
五
年
の

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ァ
に
関
す
る
断
章
」
を
除
け
ぱ
、
す
ぺ
て
一
八
三
五

年
以
前
で
あ
る
。

　
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
著
作
活
動
を
概
観
し
て
気
づ
く
の
は
、
第
一
期
と
第
二

期
の
あ
い
だ
、
第
二
期
と
第
三
期
の
あ
い
だ
、
そ
し
て
一
八
三
五
年
か
ら

一
八
四
七
年
ま
で
の
あ
い
だ
と
い
う
、
比
較
的
長
い
三
つ
の
空
白
期
間
が

存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
伝
記
的
に
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
研
究
の
上
で
間
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
空

白
期
に
書
か
れ
て
い
な
が
ら
人
知
れ
ず
眠
っ
て
い
る
草
稿
が
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
言
う
と
、
第
一
と
第
二
の
空
白
期
に
書

か
れ
た
と
思
わ
れ
る
草
稿
類
は
最
的
に
も
質
的
に
も
た
い
し
た
も
の
は
な

く
、
ま
た
年
代
確
定
が
む
ず
か
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ラ
ン
シ
＾
の
草

稿
に
対
す
る
主
な
興
味
は
、
活
字
に
な
っ
た
作
品
に
関
連
す
る
も
の
と
、

一
八
三
五
年
以
後
の
活
動
に
ま
つ
わ
る
も
の
の
二
つ
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
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に
な
る
。

　
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
パ
ラ
ン
シ
ュ
の
草
稿
は
、
個
人
所
有
の
も
の

を
除
く
と
、
バ
リ
国
立
図
書
館
、
ア
ヴ
ィ
ニ
目
ン
の
ヵ
ル
ヴ
ェ
図
書
館
、

リ
ヨ
ン
市
立
図
書
館
の
三
箇
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
バ
リ
に
あ
る
の
は

（
ヨ
）

書
簡
で
あ
り
、
ア
ヴ
ィ
ニ
目
ン
に
あ
る
の
は
リ
ョ
ン
草
稿
の
写
し
で
あ
り

遺
稿
そ
の
他
の
原
稿
類
は
す
ぺ
て
リ
ヨ
ン
に
あ
る
。
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
遺
稿

は
年
下
の
友
人
ド
ト
フ
イ
ユ
伯
爵
夫
人
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
六
二
年
の
同
夫
人
の
死
に
際
し
、
そ
の
遺
言
に
従
っ
て
リ
ヨ
ン
市
立

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
や
は
り
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
年
下
の
友
人

で
あ
っ
た
詩
人
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ド
ニ
フ
プ
ラ
ド
の
手
に
よ
っ
て
整
理
分
類

さ
れ
、
分
類
番
号
が
一
度
変
更
さ
れ
た
ほ
か
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
現
在
に

及
ん
で
い
る
。

　
二
十
通
ほ
ど
の
自
筆
書
簡
が
様
々
な
分
類
番
号
の
も
と
に
散
ら
ぱ
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
草
稿
は
分
類
番
号
一
八
〇
六
－
一
八
一
〇
に
集
め

ら
れ
、
全
部
で
二
十
三
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

　
　
1
、
草
稿
の
由
来
そ
の
他
に
関
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ド
ニ
フ
プ
ラ
ド

　
　
　
　
の
覚
書
。

　
　
2
、
『
蹟
罪
都
市
』
の
草
稿
。

　
　
3
　
『
公
式
』
の
草
稿
。

　
　
4
　
『
公
式
』
第
三
部
お
よ
ぴ
『
歴
史
の
弁
神
諭
』
の
草
稿
。

　
　
5
　
一
八
三
〇
年
版
『
著
作
集
』
の
出
版
案
内
欝
の
草
稿
。

　
　
6
　
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
』
の
草
稿
。

　
　
7
、
『
名
の
な
い
男
』
の
草
稿
。

　
　
8
、
『
社
会
転
生
諭
序
説
』
の
草
稿
血

　
　
9
、
『
社
会
制
度
論
』
の
語
彙
索
引
の
草
稿
。

　
　
1
0
、
『
オ
ル
ペ
ウ
ス
』
の
草
稿
。

　
　
1
1
、
『
エ
バ
ル
の
霊
視
』
の
草
稿
。
『
歴
史
の
弁
神
論
』
お
よ
ぴ
そ
の

　
　
　
　
他
の
草
稿
。

　
　
1
2
、
「
予
感
」
お
よ
ぴ
「
旧
恩
想
と
新
恩
想
瞥
見
」
と
題
さ
れ
た
草
稿
。

　
　
u
、
水
カ
機
関
お
よ
ぴ
蒸
気
機
関
に
関
す
る
覚
書
草
稿
。

　
　
1
4
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
入
会
演
説
草
稿
。

　
　
1
5
、
哲
学
的
、
宗
教
的
断
章
。

　
　
1
6
、
『
著
作
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
初
期
散
文
の
草
稿
。

　
　
〃
、
『
哀
歌
』
の
草
稿
。
∫
そ
の
他
多
種
多
様
な
断
章
。

　
　
1
8
、
『
カ
ト
リ
ッ
ク
百
科
全
書
』
「
序
文
」
の
草
稿
。
「
ボ
ナ
バ
ル
ト
」

　
　
　
　
「
詩
に
つ
い
て
の
試
諭
」
と
題
さ
れ
た
草
稿
。

　
　
1
9
、
多
種
多
様
な
断
章
。

　
　
2
0
、
ロ
シ
ァ
の
政
治
と
宗
教
に
関
す
る
草
稿
。

　
　
2
1
、
古
代
史
研
究
ノ
ー
ト
。

　
　
2
2
、
古
代
の
著
述
家
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
。

　
　
2
3
、
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
名
刺
。

　
一
律
に
草
稿
と
書
い
た
が
、
実
際
に
は
自
筆
原
稿
、
他
人
の
手
に
よ
る

筆
写
、
ゲ
ラ
刷
り
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
詳
細
は
省
く
。
以

下
、
実
際
に
草
稿
に
接
し
て
は
じ
め
て
わ
か
ウ
た
こ
と
を
二
、
三
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　
パ
ラ
ン
シ
ュ
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
に
関
連
す
る
草
稿
で
注
意
を
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要
す
る
も
の
は
、
『
社
会
制
度
諭
』
の
そ
れ
で
あ
る
。
活
字
に
な
っ
た
部

分
の
草
稿
は
存
在
せ
ず
、
9
の
興
味
深
い
「
語
彙
索
引
」
は
残
念
な
が
ら

書
物
に
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
1
2
の
「
旧
思
想
と
新
思
想
瞥
見
」

と
1
8
の
「
詩
に
つ
い
て
の
試
論
」
は
、
内
容
的
に
は
明
ら
か
に
『
社
会
制

度
論
』
の
初
期
形
態
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
言
及
し
た
研
究
者
は
ま

だ
い
な
い
。

　
一
八
三
五
年
以
降
の
パ
ラ
ン
シ
呂
の
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
『
臓
罪
都

市
』
と
『
公
式
』
の
執
筆
、
「
社
会
転
生
論
」
の
構
想
自
体
の
練
り
な
お

し
、
水
カ
機
関
お
よ
ぴ
蒸
気
機
関
の
研
究
と
設
計
に
向
け
ら
れ
た
と
考
え

て
ほ
ぽ
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
ガ
リ
レ
オ
以
前
の
科
学
を
発
掘

す
る
出
版
計
画
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
す

る
草
稿
類
は
残
念
な
が
ら
一
切
な
い
。
水
カ
機
関
、
蒸
気
機
関
の
研
究
に

関
し
て
は
か
な
り
の
量
の
覚
書
が
1
3
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
犬

き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
い
か
な
る
水
力

機
関
、
い
か
な
る
蒸
気
機
関
を
開
発
研
究
し
て
き
た
か
、
そ
の
経
緯
を
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
報
告
す
る
た
め
の
草
稿
。
も
う
一
つ
は
、
河
の
水
を
作

業
物
質
と
す
る
水
カ
機
関
で
動
く
船
の
設
計
。
こ
れ
ら
が
ど
の
程
度
の
研

究
水
準
に
あ
る
か
は
、
専
門
家
の
判
断
に
委
ね
る
し
か
な
い
が
、
バ
ラ
ン

シ
ュ
に
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
永
久
機
関
の
夢
に
結
ぴ
つ
け
て
い
た
ふ
し
が

あ
る
。

　
2
の
草
稿
を
も
と
に
『
臓
罪
都
市
』
を
活
字
に
し
た
の
は
、
一
九
〇
九

年
の
ポ
ー
ル
・
ヴ
＾
リ
オ
、
一
九
二
六
年
の
ア
マ
ン
ニ
7
ス
ト
ゥ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
）

そ
し
て
一
九
八
一
年
の
リ
ヨ
ン
大
学
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ス
カ

ー
ル
・
A
．
ハ
ー
ク
独
3
の
草
稿
を
も
と
に
金
三
部
の
『
公
式
』
の
第
二

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

部
を
活
字
に
起
こ
し
た
。

　
『
社
会
転
生
諭
』
の
構
想
が
や
が
て
『
歴
史
の
弁
神
論
』
に
姿
を
変
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

た
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
ぺ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
『
歴
史
の
弁

神
論
』
の
「
献
辞
」
と
「
序
文
」
が
、
4
，
n
，
1
9
に
散
ら
ぱ
っ
て
い
る
。

前
述
の
ハ
ー
ク
は
、
こ
の
「
序
文
」
が
未
完
結
で
混
乱
し
た
文
章
だ
と
述

ぺ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
序
文
」
が
二
種
類
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
、
原

稿
の
順
序
の
乱
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

二
種
類
の
「
序
文
」
の
初
期
形
態
で
あ
る
『
カ
ト
リ
ヅ
ク
百
科
全
書
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

た
め
の
草
稿
は
、
∬
、
1
8
，
1
9
に
散
在
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
1
9
，
2
1
，
2
2
に
収
め
ら
れ
た
ロ
ー
マ
史
お
よ
ぴ
古
代
の
著
述
家

に
関
す
る
草
稿
は
『
公
式
』
の
た
め
の
研
究
ノ
ー
ト
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
草
稿
は
す
ぺ
．
て
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
共
同
研
究
者
フ
ォ
サ
テ
ィ
の
手
に

　
　
　
　
　
（
8
〕

な
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
〃
と
1
9
に
は
、
記
憶
、
永
遠
と
時
間
、
予
言
な
ど
に
関
す
る

考
察
か
ら
フ
ー
リ
エ
主
義
や
サ
ン
“
シ
モ
ン
主
義
に
対
す
る
批
判
、
さ
ら

に
は
オ
エ
ネ
・
ウ
ロ
ン
ス
キ
イ
に
つ
い
て
の
メ
モ
ま
で
、
短
い
け
れ
ど
も

非
常
に
興
味
深
い
断
片
が
無
秩
序
に
放
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
草
稿
全
体
の
大
ま
か
な
分
類
は
さ
れ
て
い
る
が
、
細
部
は
か
な
り
混
乱

し
て
い
る
か
ら
、
研
究
者
は
草
稿
カ
タ
ロ
グ
の
記
述
に
注
意
し
て
か
か
る

必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
霊
的
極
性
が
一
五
世
紀
に
大
き
く
変
動
し
た

の
ち
、
一
九
世
紀
の
い
ま
逆
方
向
に
再
ぴ
犬
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
、
と
い

う
よ
う
な
奇
想
を
書
き
つ
け
た
紙
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
入

会
演
説
原
稿
の
あ
い
だ
か
ら
出
て
き
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
O
巨
ユ
卑
o
勺
ケ
昌
く
o
H
鼻
畠
ダ
向
』
書
“
婁
卜
“
ミ
昌
S
乱

　
、
“
亜
～
亜
ミ
o
￥
O
o
o
§
迂
罰
雨
竈
“
竜
畠
“
■
O
－
｛
C
＝
，
射
｝
O
蜆
’
－
O
N
N
と
い
ウ

　
た
研
究
轡
が
あ
る
。

（
2
）
　
パ
ビ
ュ
ス
の
草
稿
に
関
し
て
は
、
勾
o
冒
斗
＞
ガ
邑
昌
一
《
■
9

　
＞
8
ヨ
き
蜆
3
弔
里
o
畠
巴
臼
里
σ
旨
o
亭
君
篶
冒
自
己
o
首
竺
o
o
o
■
｝
o
呈

　
巨
§
ミ
ミ
音
ぎ
彗
昌
－
－
自
旨
5
s
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
パ
リ
国
立
図
曹
館
所
蔵
の
レ
カ
ミ
エ
夫
人
宛
書
簡
は
、
＞
o
目
目
朕

　
宍
価
董
胃
に
よ
っ
て
刊
行
準
備
申
で
あ
る
。

（
4
）
卜
・
§
ざ
軋
雰
喜
ミ
｝
§
肋
一
雰
募
一
霊
5
竃
し
8
ざ
ト
垣

　
ミ
§
き
由
喜
｝
ミ
§
婁
一
勺
自
巨
｛
心
凹
く
8
自
屋
ぎ
弐
o
藺
昌
巨
o
目
o
“

　
3
朋
旨
g
畠
o
彗
＞
昌
彗
己
射
麸
叶
o
自
一
｝
胃
－
叩
二
鶉
国
9
－
窃
■
o
箒
篶
y

　
5
塞
一
卜
富
§
．
§
則
竃
喜
ぎ
ミ
o
§
一
■
｝
o
♪
｝
冨
詔
鶉
d
巨
く
串
・

　
蜆
岸
当
冨
蜆
3
■
｝
o
～
5
o
o
ド

（
5
）
　
団
主
H
昌
o
ぎ
一
ト
s
掌
“
o
き
o
“
雨
雨
、
ぎ
ミ
、
恩
§
雨
§
ミ
邑
§
一

　
〇
冒
匡
示
勺
彗
O
閉
S
『
＞
一
国
葭
芭
9
0
①
巨
σ
く
o
－
～
彗
μ
y
U
『
昌
－
冒
ぎ
芭
H
P

　
s
8
一

（
6
）
　
高
尾
謙
史
「
バ
ラ
ン
シ
ュ
の
『
社
会
転
生
論
』
に
関
す
る
予
備

　
考
察
」
、
東
京
都
立
犬
学
『
人
文
隼
報
』
一
九
七
号
、
一
九
八
八
年
。

（
7
）
『
歴
史
の
弁
神
論
』
の
草
稿
に
関
し
て
は
、
丙
竃
岩
H
算
署
一

　
《
■
芭
掌
ぎ
き
鼠
軸
き
、
、
ぎ
｝
ミ
ミ
忌
｝
匝
＝
彗
g
9
、
東
京
都
立
大
学

　
『
人
文
単
報
』
二
〇
九
号
、
一
九
八
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
＞
．
－
■
．
d
畠
呉
《
吋
葭
冒
彗
o
ぽ
9

　
向
o
眈
墨
貝
ζ
目
Φ
8
＝
巴
〕
昌
纈
己
o
自
昌
壱
沫
ユ
而
鶉
9
ぎ
亀
｝
竈
シ
§
き

　
ト
ミ
ミ
ミ
ミ
雨
ミ
辻
ミ
§
雨
o
o
ミ
ミ
ミ
♪
昌
8
目
享
Φ
筍
象
を
参

　
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
一
橋
大
学
講
師
）
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